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要約：乳児気質質問紙（R－I　T　Q日本語版〉の因子的特徴を明らかにするために・生後6カ月から8カ月の乳

児958名について得られた回答について因子分析（主因子法バリマックス回転〉牽行った。その結果・固有値1・0

0以上の10の因子が抽出された。それらは・第1因子＝食事への態度・第2因子＝周期の規則性・第3因子＝初

めての状況今の拒否的態度・第4因子：注意の集中と持続性・第5因子；感情の表現の強さ・第6因子ニケアヘ

の協力的態度、第7因子；低い活動性、第8因子＝排泄への反応性、第9因子；診察への態度、第10因子＝気の

散りやすさ・と命名された。これらの因子は・Th幡およびCareyらのオリジナルのカテゴリを部分的に再現し

ていると考えられた。
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1研究目的 n　研究方法

　Tho皿as，A．とChess，S．ら（Tho皿as，eta1．，1963；Th（戸

mas　and　Chess，1977）D2）によって明確にされた乳幼

児の気質（tempera皿ent）という概念は、発達的にあ

るいは臨床的に、重要な意義をもつと考えられる（庄

司・前川，1981）3》。Thomsらは、そのニューヨーク縦

断的研究（New　York恥㎎itudinal　Study，NY　L　S）

において、乳児の気質的特徴として9つの行動カテゴ

リを擶商した（表1）。

　Tho圃asらの用いた方法は、親との面接を主としたも

のであったが、面接と結果の整理に多くの時間を要す

るために、臨床的な適用は困難であった。そこで・

Carey，胃，B，は、より簡便に気質を評価すうことを目的

として、乳児1気質質問紙（lnfant　Temperament　Ques－

tionnaire，I　TQ）を作成した（Carey，1970）4）。これ

は、親が回答する質問紙で、Tho皿asらと同じく、乳児

の気質的特徴を9つの行動カテゴリについて評価する

ものである。I　TQはその後改訂され（Carey　an“c一

艶vltt，1978）5）・R－ITQとして・広く用いられて

いる。筆者らは・R－I　TQの日本語版の標準化をす

すめている（横井・副田・庄司，1985）6》・

　Thomasらの気質の9カテゴリは、比較的少人数の親

の面接記録の内容を分析して得られたもので、統計的

な裏付けが必ずしも十分とはいえない。Careyは、Tho

㎜sらの概念をそのまま質問紙に援用したが・最近で

は、R－I　TQおよび類似の質問紙について、因子分

析法を用いて、気質の因子的特徴を明らかにしようと

する研究がいくっか行われている（恥hlin，et　aL，19

817）；Sanson，et　a1．，19878〉；菅原ほカ、，19889））。

筆者らも、今回、因子分析によりR－I　TQの因子的

特徴を検討することを目的として研究を行った。

1・日煽吾版R－ITQ
　R－1T　Qは、4カ月から8カ月の乳児の気質を評
価するために作成されたものである。日常生活で容易

に観察される乳児の具体的な行動に関する95項目から

なり、それぞれ、「そのようなことはほとんどない」

から「いっもそうである」までの6段階で評定するよ

うになっている。筆者らの日本語版は、無回答の多い

3項目を除いた、92項目からなっている。また、筆者

らの経験では、4、5カ月児では無回答が多くなるこ

とから6）・6～8カ月児に適用するのが適当であると

考える。

2　対象

　対象は、生後6カ月から8カ月の乳児958名とその

親である。これらの親は、ある育児雑誌で実施した子

どもの気質評価についての募集に応募してきたもので

ある。R－I　TQは郵送により、配布・回収された。

3　因子分析

　因子分析は、主因子法バリマックズ回転により行っ

た。

1肛結　　果

　表2に示したように・固有値1．00以上の10の因子が

抽出された。寄与率は10因子で69％と、分析には十分

な値といえる。

　次いで、各項目の各因子に対する負荷量を算出し、

負荷量が．40以上の項目にもとづいて因子の解釈を行っ

た。

　第1因子は、10項目で構成されているが、オリジナ

ルのカテゴリとは関係なく、食事に関する項目となっ

表1　気質的特徴のカテゴリー
1 活動水準（へctMty　Leve1＝Act）子どもの行動に沿ける運動の量や速さ。運動面での活発さの程度

2　周期匪　（Rhythmiclty：Rhy）食事・排泄・睡眠一覚醒などの生理的機能のリズムの規則性の程度

3　接近性　（Approach　or　Withdrawal：App）初めての事態に対する反応の性質

4　順応性　　（Adaptability＝Adap）鐡が変化したときの慣れやすさ
5 反応の強さ（lntensityofReaction＝Int）感情の表し方の強さ。激しいか、おだやかか

6　気分の質　（Quality　of蔵oαd＝Hoα己）趨デんがよいことが多いか、泣いたりぐずったりしやすいか

7　敏感1生　　（Threshold　of　Resp（》nsiveness：Thre）敏感さの程度

8　気の散りやすさ（Distrctibility；Dist）外的な刺激によって、していることを妨害されやすいかどうか

9　注意の範囲と持続性（Attention　Span　and　Persistence：Pers）ある特定の活動にたずさわる時間の長さ
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表2　抽出された因子の固有値と寄与率

因子固有値 寄与率累積寄与率
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

7．462
4．864
3．826
3．009
2．432
1．947
1．453
1．354
1．277
1．066

17，9％17．9％

11．7
　9．2

　7．2

　5．8

　4．7

　3．5

　3』3

　3．1

　2．6

29．6
38．8
46．1
51．9
56．6
60．1
63．3
66．4
69．0

ており、「食事への態度」と命名した（表3－1）。

第2因子は、すべてオリジナルの周期腔の項目から

なっており、「周期の規則性」と名付けた（表3－2）。

第3因子は、オリジナルの接近性と順応性の2っの

カテゴリから構成されているとみることができ、「初

めての状況への拒否的態度」と命名した（表3－3）。

　第4因卜子は、オリジナルの持続性の項目から構成さ

れており、r漉意の集中と持続性」と名付けた（表3
－4〉。

　第5因子は、反応の強さの2項目からなり、　「感情

表現の強さ」と命名した（表3－5）。

　以下、第6因子はrケアヘの協力的態度」、第7因

子は「低い活動性」、第8因子は「排泄への反応牲J、

第9因子は「診察への態度」、第10因子は「気の散り

やすさ」と名付けた（表3－6～表3－10）。

N考　察

　乳児気質質問紙（R－I　TQ日本語版）にっいて因

子分析を行ったところ、10因子が抽出された。これら

の因子と、Thomasおよび（為reyのオリジナルの9カテ

ゴリとを比較検討する。

　オリジナルのカテゴリで解釈されうるめは、まず第

2因子である。これは10項目からなるが、すべてオリ

ジナルの「周期性」に含まれる項目であった。菅原ら

9）齢よぴSansonら8）においても、この因子は第3、第

4因子として得られていた。

　第3因子は、オリジナルのr接近幽とr順応囲
のカテゴリの項目からなっている。筆者らの以前の研

究でこの2つのカテゴリの相関が．70と高かったこと

が知られており6》、実際上、同じ側面をみていると考

えられる。この因子は・他の研究8》9〉では第1因子と

なっていた。

　このほか、第4因子は「持続性」として、第7因子

は「活動味準」と「反応の強さ」として、オリジナル

のカテゴリとの関連で解釈することができよう。

　しかし、第1因子、第6因子・第8因子・第9因子

は、オリジナルのカテゴリとの関連は認められない。

これらはそれぞれ「食事」「日常的なケア」「排泄」

といった場面に規定されている。場面、状況をこえて、

一定の行動傾向がみられるという気質の定義に合って

いないことが注目される。ただ、第8、第9、第10因

子は、寄与率も低く、因子を構成する項目数も少ない

ので、重要な意味は有していないとも考えられる。

　以上の結果から、Thomas沿よび（油reyらの9つのオ

リジナルのカテゴリは、部分的に再現されたというこ

とができよう。

　表4は、R－I　TQを因子分析により検討した諸研
究の結果を比較したものである。

　菅原らの研究9）は、東北大学のグループが訳したR

－I　TQを用いたもの宅あり、95項目のうち、無答率

が高い、あるいは回答の偏りが大きい項目を除いた78

項目について因子分析を行ったものである。ここでは、

9つの因子が抽出され、そのうちの7因子について解

萩が可能であったとしている。Sansonらの研究8）はオ

ーストラリアのデータである。項目数、因子分析の方

法に若干の違いはあるが、筆者らの主要な第1因子か

ら第3あるいは第4因子までは、構成する項目からみ

て、内容的にはほとんど一致している。対象や方法が

異なっても、ほぼ同様の結果が得られているというこ

とができる。

　因子分析の結果は、もとになる質問項目によって影

響を受けるが、乳児の具体的な行動を親が評価するR

－I　TQでは、食事、排泄などの生活場面ごとに因子
が抽出されやすいように思われる。気質の定義では、

場面、 状況をこえて一定の行動傾向が認められること

が指摘されるが、R－I　TQの因子分析結果では生活

場面の規定が強いことが示唆された。このことは、乳

児の気質の定義、カテゴリや評価を考える上で重要な

知見といえよう。

　このほか、Bohlinら7）は（）areyのITQ（旧版）4）

をもとに54項目からなる質問紙を作成し、因子分析に

よる検討を行っている。また、Shwalbらm）は、Carey

の質問紙とは別に、日本人の母親に自由記述で子ども

の行動特徴を記してもらい、これにもとづいて乳児の

気質質問紙を作成し、因子分析的な検討を行った。質

問項目等が異なるので、ここでは本研究との直接の比
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表3－1　第1因子：食事への態度
項目　カテゴリ 負荷量　項目の内容
46
24
63
69
10
87
65
80
91
　1

Th　r　e

APP
AP　P
Th　r　e

I　n　t

Ad　a　p

D　i　rs　t

Th　r　e

Ad　a　p
Rhy

．743
．727
．702
．701
．658
．631620
601
594

一．430

味やかたさがかわっても、おかまいなしに離乳食を食べる

初めての食べものもすぐに受け入れ、よろこんで飲み込む

離乳食の味やかたさや温度がふだんとちがうと・最初食べるのをいやがる

どんな食べものも、ちがいに気づかないかのように食べる

食べものの好き嫌いは強く表す

初めての食べものを受け入れるようになるまで、3回以上試みることが必要

いろいろ工夫して気をそらせようとしても、きらいな食べものを拒否し続ける

きらいな食べものは、たとえ好きなものに混ぜても気づく

離乳食の量やタイプや時間を変えても、1～2回のうちに受け入れる

毎日、ほとんど同じ量の離乳食を食べる

表3－2
　　　　　　　　注＝カテゴリの記号は表1を参照のζと。項目の内容は要約して示してある

第2因子＝周期の規則性
項目　カテゴリ 負荷量項目の内容
45
13
49
59
28
64
70
82
20
34

Rhy
Rhy
Rhy
Rhy
Rhy
Rhy
Rhy
Rhy
Rhy
Rhy

一。678　毎日、昼寝をする時刻が異なる

　・611　毎日・ほとんど同じ時刻に母乳（ミルク〉をほしがって飲む

　，592　昼寝の長さは、毎日、ほとんど同じである

　573　毎日・婦とんど同じ時刻に離乳食をほしがり、食べる

　567　毎晩、ほぽ同じ時刻に眠くなる

r，5351 、目覚める時刻は毎日大きく変動する

　531　一日の中でいちばん活動的になる時間は、毎日》ほぽ同じである

　．432　ぐずりだす時間は、毎日、ほぼ同じ頃である

一．428　ウンチをする時刻は、毎日ちがう

一，401　毎回、飲むミルクの最は非常にむらがある

表3－3　第3因子：初めての状況への拒否的態度

項目　カテゴリ 負荷量　項目の内容
31
75
44
48
35
67
14
27

APP
Ad　a　p

APP　L
Ad　a　p

みPP
I　n　t

APP
Mo　o　d

　758　初めて会った人にあやされたときの最初の反応は拒否である

　714　知らない人に会ったとき・15分以上たっても、まだ警戒的である

一，642　自分の家で知らない人が近づいてきたとき、最初から平気で見つめたりする

一．620　初めての状況に10分以内になれる

　539　初めての場所では最初の数分間いらだっ

　，493　知らない人に対しては強く反応する

・445　他の子どもに初めて会ったとき、しりごみする

一，417　なじみのない場所に行ったときも、うれしそうにしている

表3－4　第4因子＝注意の集中と持続性

項目　カテゴリ1　負荷量項目の内容
　8　P　e　r s
　3　P　e　f　s

I6－P　e　r　s

471Mo　od
85Per＄

519　お気に入りの聡もちゃでなら、10分以上つづけて遊ぶ

一・485　一つのおもちゃで遊ぶのは1分以内で、すぐに別の沿もちゃをさがしたりまる

。466　吊るし玩具を見たり、おもちゃで遊んだりして、30分以上も一人で楽しむ

一・454　一人で遊ぶようにさせられると、泣く

一．442 親との遊ぴに集中するのは、せいぜい1分ほどである
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表3－5　第5因子：感情表現の強さ

項目　カテゴリ 負荷量　項目の内容

53
41

I　n　t

I　n　t

．459
オムツをかえたり、服を着せたりするとき、感情を大きく表現する

．447　新しいおもちゃに対して、喜ぶにしろ、いやがるにしろ・感情を大きく表す

表3－6　第6因子：ケアヘの協力的態度

項目　カテゴリ 負荷量　項目の内容
83
　6

38
77
29

A　c　t

A（1a　p

Mo　o　d

D　i　s　t

Ad　a　p

．713630
604
579
544

髪をとかしたり、爪を切ったりしている間・ じっとしている

爪を切るとき、いやがらずに切らせる

髪をとかしたり、顔をふいたりしている間・うれしそうにしている

爪を切ったりしている間、あやしたりすることによって・気をそらせられる

髪をとかしたり、顔をふいたりすることを・いやがらずにさせる

表3－7　第7因子＝低い活動性

項目　カテゴリ 負荷量　項目の内容
76
86
81
30
12

A　c　t

I　n　t

I　n　t

A　c　t

A　c　t

501

．483
．462
．425
．424

おもちゃで遊んでいる間、じっとしている

おふろの中ではおとなしく、その好き嫌いはおだやかに表現する

おもちゃで静かに遊ぶ

自動車の座席や乳母車におとなしくすわっている

おふろの中では、じっと静かにしている

表3－8　第8因子：排泄への反応性

項目　カテゴリ 負荷量項目の内容
89
11
58

Th　r　e

Th　r　e

D　i　s　t

一．624

　538
一．444

オムッがぬれても・ぬれていないときと同じよう』にしている

ウンチがでてオムツが汚れたとき・泣いたりして不快を表す

オムツが汚れてぐずっていても、抱いたりすると、2～3分は静かになる

表3－9　第9因子＝診察への態度
項目　カテゴリ 負荷量　項目の内容
90
79

Mo　o　d
APP

678
650

医者の診察を受けている間・泣いたりぐずったりしている

医者にみてもらったとき・初めのうちはいやがらずに診察を受ける

表3－10　第10因子＝気の散りやすさ
項目　カテゴリ 負荷量　項目の内容
21
84

D　i　s　t

D　i　s　t

一．427

一．401

・だれかがそばを歩くと・遊びをやめ・その人を見る

ミルクを飲んでいるとき・聞き慣れない音がすると・そちらを見る
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表4　R－l　T　Qの因子分析結果の比較

因　　子 菅原ら（1988）9） Sanson，et　al．（1987〉8）

1食事への態度 2味覚的敏感さ 3Food　FUss1ness

2周期の規則性 3周期の規則性 4Rhyt㎞二clty
3初めての状況への拒否的 1見知らぬ人・場所への恐 1Approach

4注意の集中と持続性 6注意の持続性と固執性 9Persistenoe

5感骸現の強さ 2　Activi　ty／Reactivi　ty

6ケァヘの協力的態度 4従順さ 5　0Doperation／厘anageab11二ty

7低い活動性 6Placidity

8排泄への反応性 7触覚的敏感さ 7Threshold

9診察への態度
10気の散りやすさ 5視聴覚的敏感さ

81rritability

較は行わないが、このような研究をとおして、気質概

念がより明確になるであろう。

V　まとめ

　乳児気質質問紙（R－I　TQ〉の因子分析的検討に

より・オリジナルのカテゴリ構成と」因子的特徴との

関係について考察した。その結果、①R－I　TQ（日

本語版）について10因子が得られた。②その因子は、

価o㎎sおよびCareyらのオリジナルのカテゴリとほぽ

一致するものと・r致しないものがあり、全体として

はオリジナルのカテゴリは部分的に再現されたと考え

られた。③これらの結果は｛他の同様の研究結果とほ

ぼ一致するものであった。④本研究の結果は、乳児の

気質の定義あるいは気質のカテゴリを考える上で、1

つの手がかりになると㌧｝える。

　今後、オリジナルのカテゴリとの関連をさらに検討

したい。

　なお・本研究を行うにあたり、ご協力いただいた主

婦の友社rわたしの赤ちゃん」編集部とたくさんのお

偲さんたちに感謝いたします。
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